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1. ま へ が き

前論文1)に 於いて指摘 した様 に, 三浦牛島の経年的傾斜攣動が西日本の他の孚島の経年攣

化に比べて可成 り複難な上下蓮動を示 して居 り, 其の量 も可成 り大い事實から牛島の傾斜攣

動の内一見全 く別個の蓮動型式を取つて居る二次的攣動を除外 して, 傾斜鍵動の大部分が其

の一次的鍵化 として表はされるが, 吾汝はその一次的鍵動は寧ろ更に廣い地域の蓮動の一部

と見るべ きであろうと考へる. この爲に今原鮎を不動 とした場合の各水準黙の愛動 とJ36.1

(藤澤市)を 不動 とした場合の之等の攣動 との比を取 ると, 凡 そ1.9:1の 割合で行はれる

事が判つた. 叉其の攣動の向きも同一であ ること. 此等の事實から吾々は先に計算 した

J36.1を 不動 とした所謂牛島の一般的傾斜攣動と構 したものは, 實は更に北方に擾が りを持

つ地域に亙 る攣動を表すものと考へられる.

此の意味で水準測量から知 る地殼攣動(⊿h)と は全 く凋立 した潮位年亭均から推定される

地殻の攣動量 と ⊿h(x, t)と の比較 に依つて逆 に廣地域の墜動を推定 して見 る.

Fig. 1に は油壷の潮位年李均値(地 盤の攣動を示す方向に測定する)と2水 準測量から得

られる油壷のB.M.2號 (J36.1不 動)と 更に原黙不動 とした時のB.M.2號 の攣動の経

年攣化を示す.

Fig. 1 Secular variations of the sea-
 level, the heights of B. M. 2 referred 
 to J 36. 1 and referred to the origin.
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Fig. 1-1 The linear relations, between 

 the variations of the Sea level (2), 
 and those of the heights of B. M. 2 
 referred to J 36. 1, and referred to 
 the origin.
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吾々は之の圖から三者互に極めて同一の傾向の攣化を示す事が分 る. Fig. 1～1に は各々

の間の相關關係を示す. この關係はほ璽直線的であ り, 叉二つの直線 の傾 きの差異から. 不

動窯を藤澤に置 く時より原黙に置いた方が見掛けのB.M.2號 の攣動量が弗んど倍加される

事が分ろう.

所が此庭に興味ある事實 として注目され る事は, Fig. 1の 中. 下段 に示 される傾斜攣動

の向 きは, 潮位の上昇(地 盤隆起を示す, 帥十)の 際 に. 水準測量の方か ら求 まる傾斜が南

下 り(一)に なる様に表現 されて居ると云ふ事である. (第3圖 参照)

此の事實は從來の牛島の傾斜 と潮位 との棚 的な観念と全 く反封のもので, 若 しFig. 1

及Fig.1～1の 相關の程度で潮位攣動 と傾斜攣動との關係を認め る な ら ば, 明らかにB.

M.2號 の攣動 より, J36.1の 方が, 更に原黙の方がより大 きな攣動を示すと云へる.

吾汝は更に以上の考への内には潮位年手均が油壺近傍の土地の攣動を近似的に表す ものと

假定 して居るが, 逆 に中等海水

面郎ゼオイ ド面を不動 として各

水準黙の攣動 と潮位の攣動(B.

M.2號 の攣動)と の比を計算 す

るとFig. 2で 示 され る.

之の圖では例へば2號 標石が

ゼオイ ド面か ら1m隆 起する時

の各水準窯の同一面からの隆起の量 を示す. 帥ち, 油壺から北方へ行 くに從つて攣動量の増

加 して行 く様子がほ聖直線的になる事が判 ろう.

以上の諸結果から, 吾々は三浦牛島を内に含む廣い地域の蓮動は, 宛かも其の傾斜 の軸が

牛島の更に南方に置かれて居る檬な蝶番蓮動であると見掛上読賜される.

勿論此の考方が愛當であるかどうかは尚他の何 らかの観測方法で吟味されねばならないで

あろう. 然 し現在では少 くとも原窯不動と云ふ事は極めて不自然であるとは言へ様.

以上の事實 とは全 く別に注目される事實

は油壷の潮位の他に, 中央氣象皇所管の布

良, 1)内浦(沼 津)の 潮位経年鍵化が互に量

的にも可成 り類似 される事で, 特に油壷布

良の攣化では互の相關係激が+0.96と 云

ふ程度である事がFig. 3の 白と黒印との

鍵動から判る機(Table 2参 照)

此の事は他の例で清水彊氏2)に 依つて最

Fig. 2 The ratios of the changes of the heights 

 between each Bench Marks and B.M. 2 

 referred to the mean sea-level.

Fig. 3 The secular changes of the 

 heights of yearly mean sea-levels 

 at Aburatubo and Mera.
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近指摘されてゐるが, 一方叉中

等潮位自身の攣動が最近南海大

地震以後の四國, 紀伊地方の鉛

直線偏僑から殆んど事實とされ

て居る.3) 之等の事實と關聯 し

て關東南部地方の廣地域の攣動

も地球物理學的に見て甚だ興味

ある問題となろう.

2. 結論 水準測量から抽出

された二次的鍵動量 ⊿h-⊿hは

牛島内部では極めて規則的に分

布され, 経年攣化は常に一方的

に攣動が増大して居る事が靭つ

た.

一方牛島の一次的攣動量 ⊿hω

は可成 り複雑な経年攣化を示す

が, 此の傾斜攣動が油壷, 布良

其他の潮位攣化と從來の観念とは全 く逆の傾向に大 きな相關を示 して居 り, 見掛上油壷の地

殼攣動 はJ36.1 (藤澤市), 更 に原黙と遠 くなるに從つてその量を増加 して行 き, 一見牛島

の遠い南方に見掛上の軸を示す傾斜蓮動 と読明され, 少 くとも原黙は可成 りゼオイ ド面に封

し相封的に攣動をして居 ると考へられ る.

特 に最近の異常傾斜量 は關東大地震前後の大攣動 に次 ぐ量で, 此の間に1945年 の東南海

大地震が存在 して居る事を考慮 して注 目すべき事 であろう. 以上本論文作成に當 り種々御示

竣下された東大永田先生拉びに當研究室の奥田豊三氏に深 く感謝の意を呈 します.
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